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筑渡大学附属聴覚特別支援学校保健篭

期末試験、マラン'"-}E会が燐に!i)ほっとしているへも多いでL上司か？雷を緩織-j-ぎ言|學に

冬を元気に過ごしましょ二'。

、かぜ、インフルエンザを協力して防ごう

予防の3原則
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1感染経路を遮断する 抵抗力を高める感染源を除去寸‐る
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、暖房と摸 気勿

C暖雇を随･う鞭い時期は窓を閉め切るので、室内の空気が汚れます．

汚れの原|劇（汚染ぴ)混度は二隈化炭素澱度､‐樅化炭素濃度などを調べるとわか｛'）お|-）

・人の体から．箔生する二縦化炭素やik"

・空気中に漂う細かいほこし）

病原体（ フルェンザのウかぜやイム レスな ど）
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燃焼器具から稲生-す-る三1囎化賎素 鹸化峻素、窒荊腱化物など

勺－．ザスーフテンンーヒ．一々 ---歳ど）､(石油ストーブ、石油ファンヒー

うと室内の空気が乾燥します”

トーブ、オィルヒーター、ホットカー、ヅトな.ど）

!ご'燃焼器具でない暖房器具を健

皇(コニアコン、電気ス
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､ぜやインフルエンザI皇感幾kや言)-<なります‘

：乾燥|ｰた空気は鼻や

：のどの粘膜i〃抵抗力

Iを弱淡)てしまうから

－
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ほニリとともに空気中を長

時間漂っているウイルス券

吸い込みや1－<なるから
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ルエンザや

ウイル.スは

た空気中で

やすいから

インフ

かぜの

乾燥し

増殖し
(ウイルスは鼻やのとゞの

粘膜から侵入しま-ｲー ）(湿度が40％以下になると、ウイルスは30分程は漂い続け-ます）

空気の入り口と出鳳をつくる
特に暖房中は

☆換気をしましょう！

1時間に1回は、空気の入に|と出口をつくって、風が通るよ号!に

窓を開けましょう。敏室では窓とドアを開けま|－上う，

☆適当な湿度を保ちましょうI

室内に、濡れたタオルをかけるなどして湿度を保ちましょう！
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1塒間に1回”

5分くらいは

行おう！ノ
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